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 【  2025年７⽉１４⽇】 

 ３学年の生徒２４９名が、２０２５年７月１６日と１７日に総合的な学習の時間におい 

 て各学級の教室で、地域の方へ地域の良さや課題を発表・共有し、意見交換しながら地域 

 の魅力発信の方法を考える探究活動を予定しています。事前に地域の良さを観光・産業・ 

 住みやすさなどのカテゴリーごとに模造紙でまとめ、当日は、内容の発表や発信方法のア 

 イデア出しなどを対話重視の形式で実施します。 

 （１）  地域住民約７〜１５名が各クラスに参加 

 ・クラスごとに７〜１５名の地域の方を招き、クラス裁量で少人数のグループに分か 

 れて交流します。 

 （２）  対話を通じて地域の良さと課題を発見 

 ・自己紹介やアイスブレイクの後、観光・産業・住みやすさなどをテーマに、地域の 

 強みや課題について活発に意見を交わします。 

 （３）  ＰＲ方法を提案 

 ・「高校生・大学生になったらどのように地域をPRできるか」という視点で、ＳＮＳ 

 など現代的な情報発信のアイデアも含め、地域に貢献する具体策を考えます。 

 （４）  学びをクラス全体で共有 

 ・  話し合った内容は各グループから全体に向けて発表し、地域についての視野を更に 

 広げます。 

 日時　令和７年７月１６日（水）と１７日（木） 

 １１：２０～１４：０５　４・５校時 

 会場　教室及び図書室 


